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秋冷の候、貴台におかれましては、ますますご清栄の

ことと、心よりお喜び申し上げます。 

日ごろから、本県陸上競技の競技力向上に、絶大なる

ご支援、ご協力をいただきまして厚くお礼申し上げます。 

さて、第６８回 国民体育大会『東京スポーツ祭２０

１３』が、十月四日より八日まで、東京都の「味の素ス

タジアム」に於いて開催されました。本県の精鋭２９名

が今大会に挑み、天皇杯二十一位、皇后杯二十三位とい

う成績を収めることができました。 

個々の成績を見ますと、優勝こそありませんでしたが、

数々の華々しい結果を残すことができました。北川貴理

選手（敦賀高校）が、少年男子Ａ４００ｍで県高校新記

録で２位に入賞しました。北川選手は、８月に行われた

大分インターハイでの７位を上回る会心のレースを見

せてくれました。来年の長崎国体にも、同種目が予定さ

れており、是非とも優勝を目指してほしいと思います。

成年男子やり投では、奥村浩司選手（大野高校教員）が、

一投目に８０ｍの大台を投擲して、５位に入賞しました。

奥村選手は、昨年の悔しさを一蹴する会心の投擲を見せ

てくれました。少年女子Ａ走幅跳では、岩崎幸菜選手（敦



賀高校）が２年ぶり３回目の入賞となる５位に入賞しま

した。また、少年男子Ｂ走幅跳でも安永聖選手（藤島高

校）が７ｍを超えるジャンプで５位に入賞。高校に進学

し精神的な成長が好結果に繋がりました。少年女子Ｂ走

幅跳では、今大会トップバッターを務めた今井瑛子選手

（敦賀高校）が６位と、入賞第１号を決めました。今井

選手が、大きなプレッシャーをはねのけて、入賞できた

ことが後陣に勇気を与えてくれました。少年男子Ａ１０

０ｍ濵出大輔選手（三国高校）・少年男子共通８００ｍ

増田健人選手（北陸高校）・少年女子Ｂ２００ｍ百足千

香選手（北陸高校）が６位、少年男子Ａ三段跳大谷桂輔

選手（三国高校）・少年女子Ａ１００ｍＨ大久保有梨選

手（敦賀高校）が７位、少年女子Ａ４００ｍ松ヶ谷茜里

選手（敦賀高校）が８位と、計６名の少年選手が全国大

会初入賞をはたしました。また、入賞こそ逃した選手も、

多数の選手が自己記録を更新することができました。 

今回の好成績は、本来の福井県チームの戦い方である

『入賞ギリギリの選手を６・７・８位に入賞させる』こ

とが、実践できたことが大きく影響していると思います。

また、３年前から取り組んでいるジュニア選手の強化策

が、結果として現れていることに自信を持ちたいと思い

ます。しかし、一方で、入賞が期待されていた成年選手

が、春先の怪我などから、後一歩のところで入賞を逃し



てしまいました。福井県から離れて競技を続けている成

年選手へのかかわり方やバックアップの方法が今後の

課題となりました。 

東京国体が終了したばかりですが、福井国体まで後４

年と迫りました。来年は、長期計画の『最大強化期』に

入ります。雪国福井県にとっては、全国の強敵と戦うこ

とは、容易なことではありません。しかし、長崎国体で

は４０点に目標を定め、強化スタッフが一致団結し、課

題を一つひとつ解決し、強化に取り組んでいきたいと思

います。 

  代表選手ならびに強化スタッフの先生方をはじめ、

所属長様、また各顧問の先生方には、大変お忙しい状況

の中にもかかわらず、ご理解、ご協力をいただき深く感

謝しております。どうぞ皆様、来年度以降も福井県チー

ムが、少しでも大きな力を発揮できますよう、引き続き

ご指導、ご協力を賜りますようにお願い申し上げます。 

失礼ながら、紙面上でありますが深く感謝申し上げま

す。  

本当にありがとうございました。 
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